
一般社団法人　兵庫県理学療法士会
理事会

開催日時 令和6年1月19日（金）　19時00分～22時00分
開催場所 web

出席者
間瀬、山本、小森、小山、木澤、永嶋、正木、山口、伊藤、井貫、桑山、
成田、岩田、中谷、熊谷、藤、有吉、樋笠、水田、中川、岩井

欠席者 鮫島
記録者 中川
議題１ 会長報告
【内容】
・会長行動禄（主なもの）
1月6日　兵庫県の現状報告把握。会員の安否確認を行った。現地の現状把握をした。
　　　　　　災害対策部会出席。
1月8日　兵庫JRAT会議出席。派遣決定。

兵庫県からは第２チームまで決まっている。

【決定事項】
費用弁済了承。
議題２ 審議事項：災害対策部の研修会
【内容】
今回の震災を支援するにあたって学習が必要である。
過去の災害対策部の研修会を無料で解放できないか。
可能であれば災害対策部のページをHP上に作成したい。期間は4月まで。
公開情報はPT協会を経てJRAT中央対策本部も広報する。
【決定事項】無料開放については承認。方法について関係者で検討していく。
議題３ 令和6年度予算案
【内容】
全体　70931000円（会費、繰越金含め）。

55213000円（各部予算から参加費などの収入を引いた額）
収支差額/会費収入　95.2%

・予算限度額（昨年予算8割）を超えた部署。

介護予防・地域支援委託事業。
研修部　研修会費を収入見込みを加えてクリア。
臨床実習講習部　講師の基準を見直したため少し増額になった。10万円収入あり。
各支部　ふれあい事業をしようと計画している。
　　　　支部コミュニﾃｨ再編プロジェクトの新規事業をお願いしている。
　　　　　そのために限度額を超えている。
　　　　　東播磨は大幅に超えているので再考してもらっている途中である。

学会運営審議会

　県学会の費用は2年にわたるので複雑になっていた。

　次の学術大会の費用は大まかなになるが、3つに分けて予算建てすることにした。

選挙管理員会　代議員選挙があるため、全支部で選挙があると仮定しての予算。

総務部：460万円　職員2名体制のため。

県学会運営部（大会費用）
県学会運営部（部費）

　今は学会運営部の費用としているが、それはおかしいという意見がある。

スポーツ活動支援部　前年度から今年度かなり圧縮したので、これくらいで厳しい。収
益、参加費で工夫できないかという意見。

地域JRATからの派遣要件：所属の所属長の了解を得る。地域JRATとして承認してい
ること。3日以上連続して支援に入れること。など。
石川県内の活動の費用弁済、保険は適応。しかし、1年先のようなかなり先になるた
め、兵庫県弁済するのはどうか。

石川県などから支援物資の要請があれはそれに対する支援も考えていきたいと思っ
ている。
実際の方法論はまだ決まっていないので、そういう方向でいいということで、承認を頂
ければ、具体的に方法を考えていく。

　　　　予備費540万円



　　　全国に対象を広げて研修会3000円の収入を考えて予算に改めて提出する予定。

県外は1000円で統一する。

担当理事は理事会のラインワークスの方へオープンしてください。
議題３ 協議事項:代議員・理事連絡会（仮）について

新人・経験者問わず兵庫県藍野理学療法士の「県士会への関心」を高めること。
連絡会の位置づけ（案）会長へ直接意見を言えるようにする。
年1回（9月～11月）
メンバー：支部（支部長、代議員）、理事会（副会長1名、担当理事）

代議員の役割について明文化していきたい。

議題４ 協議事項：研修統括部門の設置について

【内容】

検討事項
年間の研修を統括する機能を持った部門の設置

研修調整部門という名称とする。
・研修会事業の充実と積極的な活用について

毎年10月までには企画案を作成申請。
11月上旬に本部門に集約。
11月中に必要に応じて変更案。

基本的理学療法に関する研修会の実施に向けて
神経、運動器、呼吸理学療法などの疾患別理学療法の基礎。
臨床における基本的理学療法
　各支部の中堅クラスの会員に講師を依頼。
　所属施設で実践している理学療法を紹介していただく。
担当部署
　学術局（研修部、理学療法講習部）2024年度スタート
　支部　2024年度、可能な支部

【検討内容】県の組織上にどこに置くか。

議題5 協議事項：理学療法啓発部について　
【内容】
・県士会における啓発事業の確認
・他の部との啓発事業の役割分担
・啓発部の活動方針案の提示

・発足時の目的や方向性

各部、支部が企画している研修案を集約し、把握、重複がある場合は企画案の修正を
依頼する。

基本的理学療法の中で、解剖、生理、中堅でしてもらうのも構わない。何が基本なの
かというのが難しい。

どの病院でもこういう内容が必要なんだというのを厳選してもらえればと思う。

【決定事項】無料開放については承認。方法について関係者で検討していく。

今月中に変更案を出してください。

【内容】

議題：県士会活動について思うこと。テーマを決めた意見交換、県士会理事会からの
メッセージ

本来なら、定款にあるべきだが、大変なので、定款をかえないで進めていく方向にした
い。

職能部　職能部の事業について連盟に委託をしている費用の増大。連盟の活動につ
いて今年度までは理事の謝礼が出ていたが、適切ではないので理事会でなしとなっ
た。その分の充当として予算を出した。

理学療法講習部　がんリハがなかなか進まない。認定理学療法のプログラムの講師
料、録画などで人件費がまだあげていなかったのであと40万円。収入を入れていない
部分もあり40万円は相殺されると思う。

災害対策部　講師の人数
マルチモビディティ対策　去年と同様の予算になった。県にはすでに出しているのでそ
れに対する金額と考えてください。講師費の変更もあり費用が増えている。
保健福祉部（オーバーはしていない）上限に合わせようとしたら、事業を減らしている。



　「理学療法」「理学療法士」ということばを件に浸透させたい。
　理学療法の専門性、領域の広さと兵庫県士会としてアピールしてきた。
士会事業がすべて理学療法啓発事業
今後の方針１：啓発部と他の部のすみ分けを徹底する。
今後の方針２：啓発部が必要あるのか否か？
【検討内容】
理学療法の日の事業は啓発部に移譲をしてもいいのかと思っている。
新入会を対象にしたもしくは理学療法士の非会員に対して啓発をするのはどうか。

【決定事項】
啓発部の対象を考えるというのはその方向性で。

議題６ 協議事項：日本理学療法士協会との意見交換について
【内容】
1月22日18時30分から
協会との意見交換がある。
出席者を募りたい。
議題７ 協議事項：日本理学療法士協会会長との意見交換会について
【内容】

理事会の日で2月16日、3月15日に対面で30分程度。
【決定事項】
21日にも兵庫県にこられるし22日も協会の人と話ので、対面でなくwebで。
議題８ 協議事項：協会代議員選挙について
【内容】
一般会員にも広く募ります。
選挙管理員会で準備をお願いします。
理事会での立候補の意向調査は行わない。
議題９ 協議事項：京都府士会　エスカレーター立止まろう啓発について
【内容】
京都市交通局、京都理学療法士会のポスターを作っている。
兵庫県理学療法士も名前を載せないかと相談が来ている。
名前を入れるとお金も発生するかもしれない。
【決定事項】　
承認。
議題１０ 県リハセンター中央病院懇話会について
【内容】
出席者を後日決めます。
議題１１ 協議事項：事務職配置について
【内容】
新しい事務員が来た時の配置について。
現事務長と事務員と新しい事務員どの事務機能移行案が示された。
議題12 報告事項
・介護予防の強化について
保健福祉部・健康増進部合同会議開催
予防に資するゼネラリストとしてのPTを養成する研修会を開催する。

・第35回理学療法学術大会
新人発表会の時の理事からの話の時に学術大会の案内をお願いします。
新人発表会が対面の支部があれば紙で配布してください。
ホームページはもうすぐ出来ます。
次回の予定 日時：2月16日
日時・場所 場所：web
今後の予定

斎藤協会長より福利厚生の保険充実に向けての対面の意見交換の機会を設けたいとの
意向があり、3月頃での設定で進めていきたい。

兵庫県とか神戸市とか大きな企業がやっているイベントに出て知る機会があれば積極
的に参加していってもらえればありがたい。

新入会に関してはまず新人研修会にまずは来てほしい。それに案内出来る日程など
を決めて、紙を作成する。


